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■装身具と人の関係に於ける価値とは 
　古代の人々は装身具にある意味内容を与えることによってその
ものを通じ自己に関する情報の伝達を行い、個々人がその社会の
一員でありどういった立場であるかといった関係の象徴を意義付
け理解しあった。 
　その働きは、人と人との親密さなどの距離感を近づける目的が
あると共に、それらは魔除けや護符としての機能を持ち人間の精
神的支えとしての役割が極めて大きく人間の生活に欠くことので
きない重要なものであった。 
　つまり装身具とは、身分や部族等に於ける意味や内容を示唆さ
せるものであり、今日最も多様化している言語認識に匹敵するコ
ミュニケーションツールであった。 
　 
　今日ではその多くの意味合いが失われ、装身具言語は社会に於
ける人々が備え持つ認識の範囲内という制限付でしか理解されな
い。現在では、その条件でさえも私達にとっては共通化されてい
ない認識であるが為理解することは不可能であり、装身具に於け
る言語の追求にあたり過去に帰省するといった行為は意味をもた
ない。 
 
「概念や流行の深層には一時的な動向によっては左右されない領
域がある。だからこそ事象は可変的で多様な姿をあらわしえる」 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（樋田豊次郎） 
　　　　　　　　　　 
　上記の言葉の通り現代のジュエリーは時代の反映を伴い様々な
姿で日常生活に存在する。 
　現代ジュエリーの視点の変容として、素材・技法・形式等の解
体作業を行うことでジュエリーの根本的な存在意義を追求し社会
の中で共通化された既成概念に捉われない自由な発想でジュエリ
ーを制作しようという試みが見てとれる。現状のジュエリーの在
り方に疑問を投げかけるこれらの作品は俗にコンテンポラリージ
ュエリーと呼ばれるものである。 
　私が制作するジュエリーもこの考えを志向するものであり次の
ページにそれらの作品を紹介する。 
 
 
 
■現状に於いてジュエリーは必要なのか 
　私がこれまでの制作を通じて得た事として、ものの価値は、技
巧や造形にこだわり最終的に形つくられたもの。それ自体に価値
が与えられるものではない。 
　ジュエリーに於いても、人がジュエリーをジュエリーだと認識
する以前に、人がものを身につけようとする行為に着目すべきで
あり、その関係をつかさどる行為そのものの内面にこそジュエリ
ーとしての根本的な在り処がある。何故ならその内には無自覚の
中にも、人・もの・空間の関係が気づかれているからである。そ
の中に於いて、形態、象徴、空間の表現を思考する必要があると
考える。 
 
・私は【人間の為に】という範囲内での自己表現をする。 
・人は【身につける】という行為に於いてそのものに対する個人
　的な価値を決める。 
・人は【認識の判断】という行為に於いてその人に対する個人的
　な印象を決める。 
したがって制作には人対人・人対社会の条件が伴う事を重視する。 
 
・価値の差異に伴い自分が見ているものと相手が見ているものは
　必ずしも同じとは言えず、自体の必要性の有無は自己判断でき
　るものではない。 
・自体に込められた意味内容は社会の中での共通化された認識の
　範囲内に於いてでしか理解されえない。 
・身につけるという行為は自己のみではなく他者との対峙を意味
　する。 
したがって自己と他者との共有は決して完全なものにはならない
事から、自己と他者との隔絶に於ける共有を導き出す事を重視す
る。 
 
　ものを通じた関係の中で必要な事は、ものをどのように見るか
であり不完全の中で生じるほどよい心地よさである。 
　ジュエリーに於いては、身につけるという行為から何を発信し、
他者にどう対峙するのかが重要であり、無意識の中でも無関心で
いられることはない。そして人はそこに自分の価値を見出す事に
なると考える。 
 
　私は現状を疑うことで制作行為を行う。そこから生まれる発見
を基に想いや願いを作品に込める。ただそれの繰り返し。その発
見を自分が何処まで信じ、そのものが相手の心にどう響き、どこ
まで信じるか。 
　私はジュエリーを通し自分自身の為にひとつの世界を映す。 
 
 
■作品について　　 
　私の作品は人対人・人対社会に於ける【何気なさ】のスタイル
の表現です。 
私にとってジュエリーはさほど魅力的なものではなく、そのカテ
ゴリーに上手く収まろうという気もありません。 
　私はジュエリーの持つ人との距離、人の変容を利用します。 
　私が興味あるのは関係であり、ジュエリーはそれを表現する為
の媒体でしかありません。 
　私の作品は見た目が平凡です。そこに於けるなんとも言いがた
い魅力を演出できるよう自己のテーマを追求します。 
 
注記 
参考文献　CONTEMPORARY JEWELLWRY、p.13，東京国立近代美術館、1995. 
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■人についての考察 
　人間は与えられた身体という空間の中で生きる。 
その空間では内から外へ・外から内へと流れが生まれる。 
その流れの中で意識的に自己をコントロールし観察する。 
そこから生まれる疑問。自分と他者の存在とは？ 
　与えられたほぼ同じと言っていい身体の内には皆同じ色を備え
持っているのだろうか？ 
それとも全く異なる色が存在しているのだろうか？ 
人はいつから心の存在を意識するようになったのだろう。 
（Fig.4　Fig.5） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■自分の存在 
　私は、箱に見られる内と外の関係に興味がある。 
内にこもる空気がまるで自分の心のように感じる。 
内にこもろうとする空気・外に出ようとする空気。 
その関係には、内部に閉ざされた空間と全ての方向へ自由に広が
る可能性をもつ空間の両方を感じる事ができる。（Fig.1） 
 
　現代に於いて人は、記憶を繋ぎ合わせることで自分自身をつく
りあげ自分の存在を確認する為に生を意義付ける。その行為は無
意識の行為であるが為に極めてシンプルで無駄がない。その流れ
は実に美しい。（Fig.2 Fig.3） 
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■装身具とファッション 
　ジュエリーとファッションの大きな違いとして必要性の有無が
挙げられる。 
　現代のジュエリーは日常生活に於いて必ずしも必要とされない
存在であるが為の主張力が強い。その力は人が備え持つアイデン
ティティを決定的な存在として認知させる。それは身を飾る行為
に止まらず自己の発見と無意識の世界に眠る未知の感覚をも呼び
覚ます力となりうると考える。 
■大人と子供 
　大人になるにしたがって偽りをつくる回数が多くなるのかな？
守るべきものが人を変えてしまうのかな？何から守る？ 今在る
社会から、現実から… 
 
子供の頃は捨てるものがなにもなかった。 
無垢な心で目に映る景色は温もりに満ち全てが美しく色づいてい
たあの頃、世界は無限に広がり未知に溢れていた。 
 
子供時代へのアプローチ。 
あの頃の記憶の深層に触れることで何かが変わる。ただなんとな
くそんな気がする。 
 
　日本が持つ独自性の一つに現実と非現実の両義性を許容すると
いったことがあるが、社会生活の中で子供のままでいることは許
されないのが現実である。しかし、子供の心をもち続ける事は誰
にも縛られることはない。私は、偽りをつくることなく自分自身
の感情に素直に決して嘘はつきたくないだけである。 
　これらの作品は、完璧ではない自分自身の曖昧さを素直にいと
おしく思えたことで生まれた作品(Fig.1 Fig.2)。 
下記の作品(Fig.3 Fig.4 Fig.5 Fig.6 Fig Fig.7)はその感情に遊びの記
憶を加えてみた。 
■コミュニケーション 
　ものを通して人と人との関係はいくら意識しても完全を表しう
ることはできないと考える。 
自分が想い、願うことを素直に表現することで相手に感情をどう
いうふうに表現できるかってことが伝わる。 
全ての始まりは自分に向けられている。 
そこには強いリアリティが存在し人はそのリアリティを共有する
ことで繋がれるものなのではないだろうか。 
《あの頃、風船で空を飛んでみた》 
《あの頃、夜空に光る花火を見上げ》 
《あの頃、ビー玉が僕の宝物だった》 
《あの頃、虹に向かって走ってた》 
《あの頃、クレヨンをポケットにしのばせて》 
  2005 Pin,Silver on paint－colorstone
